
産学官連携の取り組み
　
「
震
災
に
負
け
な
い
、
元
気
な
日
本
」
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
常
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン

技
術
革
新

が
欠
か
せ
な
い
。
茨
城
県
に
は
大
学
、
公
的
研
究
機
関

が
集
積
し
、
大
企
業
の
工
場
進
出
も
盛
ん
だ
。
ま
た
中
小
企
業
も
、
日
立
製
作
所

の
協
力
企
業
な
ど
を
中
心
に
層
が
厚
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
素
地
は
十

分
あ
る
。
特
に
企
業
数
の

％
、
従
業
員
数
で

％
を
占
め
る
中
小
企
業
の
活
性

化
は
カ
ギ
だ
。
し
か
し
、
中
小
企
業
が
単
独
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
の

は
難
し
く
、
ど
う
し
て
も
学
・
官
の
支
援
が
必
要
に
な
る
。
今
回
は
産
業
技
術
総

合
研
究
所

産
総
研

と
茨
城
大
学
に
お
け
る
産
学
官
連
携
部
門
の
取
り
組
み
、

産
学
官
連
携
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
課
題
を
紹
介
す
る
。

産総研と中小企業地域産業活性化に貢献茨
城
大
学
の
産
学
官
連
携
人
材
育
成
含
め
一
貫
対
応

茨
城
県
特
集

コーディネーターがニーズとシーズを集約国の補助金事業に採択も

連
携
の
課
題

企業トップの強い意志が必要主役は産業界

「イノベーション創成機構」核に教職員も積極参加

連
携
事
例
幅
広
い
分
野
で
相
次
ぎ
新
製
品

　　 ２０１１年 平成２３年 １２月８日 木曜日 【広告特集】 （ ）

　
茨
城
大
学
は
、
ガ
ス
会
社

の
カ
ン
プ
ロ

水
戸
市

、

茨
城
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
、
茨
城
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
共
同
で
、
イ

チ
ゴ
に
お
湯
を
自
動
散
布
す

る
装
置
「
ゆ
け
む
ら
ー
」
を

開
発
し
た
。
お
湯
を
か
け
た

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
う
ど
ん

こ
病
な
ど
の
病
害
に
対
す
る

抵
抗
力
が
つ
く
現
象
に
着
目

し
た
。
植
物
自
身
の
免
疫
力

を
高
め
、
農
薬
を
極
力
使
わ

な
い
で
済
む
よ
う
に
し
た
い

と
の
考
え
だ
。
イ
チ
ゴ
の
葉

の
温
度
を

秒
間
、

度
に

す
る
こ
と
で
免
疫
力
が
高
ま

る
こ
と
を
見
つ
け
出
す
。
現

在
は
、
こ
の
方
法
で
栽
培
し

た
イ
チ
ゴ
を
「
湯
苺

ゆ
い

ち
ご

」
と
い
う
名
前
で
商

品
化
し
て
い
る
。

　◆
　

　
産
総
研
は
、
三
友
製
作
所

常
陸
太
田
市

な
ど
と
共

同
で
、
走
査
電
子
顕
微
鏡
に

搭
載
す
る
、
高
感
度
の
マ
ル

チ
プ
ロ
ー
バ
を
開
発
し
た
。

微
細
探
針

プ
ロ
ー
ブ

を

測
定
す
る
試
料
に
接
触
さ
せ

て
信
号
伝
達
や
電
気
特
性
な

ど
を
測
定
す
る
の
だ
が
、
開

発
し
た
マ
ル
チ
プ
ロ
ー
バ

は
、
探
針
の
ア
ー
ム
部
分
に

セ
ン
サ
ー
を
搭
載
。
最
適
な

針
の
位
置
に
よ
り
、
従
来
と

比
べ
て
１
ケ
タ
小
さ
い
、
０

・
２
―
０
・
３

ニ
ュ
ー
ト

ン
ま
で
の
接
触
圧
検
知
が
実

用
レ
ベ
ル
で
可
能
と
な
っ

た
。
現
在
ま
で
に
販
売
は
２

セ
ッ
ト
。
機
能
強
化
の
た
め

の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

茨
城
大
が
共
同
開
発
し
た

「
ゆ
け
む
ら
ー
」
。
イ
チ
ゴ

に
お
湯
を
自
動
散
布
す
る

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

は
、
先
端
的
な
研
究
ゆ
え

に
、
大
企
業
や
大
学
と
の
共

同
研
究
が
多
く
、
中
小
企
業

に
は
敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ

が
ち
だ
。
し
か
し
、
企
業
と

の
共
同
研
究
件
数
の
う
ち
、

実
に

％
が
中
小
企
業
と
行

っ
て
お
り
、
決
し
て
門
を
閉

ざ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
逆
に
産
学
官
連
携
推
進

部
が
進
め
る
第
３
期
中
期
計

画

２
０
１
０
年
度
か
ら
５

年
間

の
な
か
で
は
、
中
小

企
業
と
３
０
０
０
件
以
上
の

共
同
研
究
を
実
施
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
し
か

も
、
２
０
１
０
年
度
の
茨
城

県
内
中
小
企
業
と
の
共
同
研

究
契
約
数
で
も

件
と
、
東

京
都
の
１
１
６
件
に
次
ぐ
２

番
目
の
実
績
で
、
地
域
へ
の

貢
献
に
も
積
極
的
だ
。

　
産
学
官
連
携
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
の
が
全
国
に

人
い
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
を

集
約
し
、
研
究
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ま
で
育
て
上
げ
る
。

そ
し
て
、
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ

が
マ
ッ
チ
し
た
中
小
企
業
に

と
っ
て
、
本
格
的
な
研
究
開

発
に
取
り
組
む
際
に
ネ
ッ
ク

と
な
る
の
が
、
数
千
万
円
か

ら
億
円
レ
ベ
ル
の
資
金
だ
。

自
己
資
金
で
の
調
達
は
難
し

く
、
ど
う
し
て
も
国
の
補
助

金
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。

　
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化

支
援
事
業

サ
ポ
イ
ン

は
、
茨
城
県
内
企
業
で
も
い

く
つ
か
採
択
さ
れ
た
事
例

だ
。
２
０
１
１
年
度
は
、
当

初
予
算
採
択
件
数
で
茨
城
県

は

件
あ
っ
た
。
企
業
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
茨
城
大
学

や
茨
城
県
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
の
ほ
か
、
６
件
は
産
総
研

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
ま
た
、

２
０
１
０
年
に
終
了
し
た
中

小
企
業
等
製
品
性
能
評
価
事

業
で
も
、
す
で
に
１
億
円
超

え
の
売
上
高
に
育
っ
て
い
る

製
品
を
産
総
研
が
サ
ポ
ー
ト

し
た
実
績
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
に
産
総
研
は
、
産
業
技
術

連
携
推
進
会
議
の
事
務
局
と

し
て
、
地
域
の
公
設
試
験
研

究
機
関
の
と
り
ま
と
め
を
行

っ
て
お
り
、
地
域
産
業
の
活

性
化
に
直
接
的
・
間
接
的
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

　
産
総
研
は
、
昨
年

月
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部

を
発
足
さ
せ
て
、
そ
の
下
に

産
学
官
連
携
推
進
部
を
始

め
、
知
的
財
産
部
、
国
際

部
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
開
発
部
な

ど
を
集
約
し
、
新
産
業
創
出

や
、
産
業
構
造
の
変
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
「
技
術
を

社
会
に
」
を
旗
印
と
す
る
産

総
研
。
日
本
の
科
学
技
術
の

将
来
を
担
う
、
そ
の
取
り
組

み
は
、
地
域
に
お
い
て
も
注

目
さ
れ
る
。

　
産
学
官
連
携
の
事
例
は
よ

く
紹
介
さ
れ
る
が
、
成
功
の

果
実
を
得
る
に
は
幾
多
の
試

練
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
ま
ず
は
「
つ
な
が

り
を
い
か
に
つ
く
る
か
」

前
川
克
廣
・
茨
城
大
学
産

学
官
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
成
機
構
長

と
い
う
こ
と

で
、
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
の
発

掘
は
大
き
な
テ
ー
マ
だ
。
少

し
前
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
学
・
官
に
よ
る
企

業
訪
問
も
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　
そ
し
て
、
い
ざ
連
携
を
、

と
一
歩
踏
み
込
む
段
階
で
、

ま
ず
課
題
と
し
て
上
げ
ら
れ

る
の
が
、
企
業
側
の
ニ
ー
ズ

が
不
明
確
な
場
合
だ
。
中
小

の
下
請
け
企
業
の
多
く
は
研

究
開
発
の
経
験
が
少
な
い
。

そ
の
た
め
、
目
指
す
べ
き
製

品
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

や
、
ス
ペ
ッ
ク
が
な
い
の

で
、
相
談
し
た
大
学
や
研
究

機
関
と
話
が
か
み
合
わ
な

い
。
「
何
と
な
く
、
こ
ん
な

モ
ノ
を
つ
く
り
た
い
」
と
い

っ
た
漠
然
と
し
た
話
だ
け
で

は
行
き
詰
ま
る
。
相
談
す
る

前
に
文
章
や
図
表
化
す
る
こ

と
で
、
業
界
内
で
の
位
置
づ

け
や
、
製
品
化
に
よ
る
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
、
研
究

開
発
に
向
け
た
考
え
が
整
理

さ
れ
る
。

　
一
方
、
大
学
側
の
課
題
と

し
て
は
、
研
究
成
果
や
大
学

の
活
動
に
対
す
る
情
報
発
信

不
足
の
ほ
か
、
優
れ
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
資
金
の
確

保
が
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

国
や
県
な
ど
官
側
は
、
企
業

ニ
ー
ズ
を
明
確
に
す
る
た
め

の
啓
発
が
不
足
し
て
い
た

り
、
事
業
化
ま
で
の
ト
ー
タ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
の
不

足
、
脆
弱
な
政
策
企
画
立

ぜ
い
じ
ゃ
く

案
機
能
な
ど
も
指
摘
さ
れ

る
。

　
実
際
の
産
学
官
連
携
に
お

い
て
は
、
こ
う
し
た
企
業
側

の
ニ
ー
ズ
が
不
明
確
だ
っ
た

り
、
有
名
教
授
・
研
究
者
の

シ
ー
ズ
が
中
心
と
な
り
、
ニ

ー
ズ
と
合
致
し
て
い
な
い
研

究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立

て
ら
れ
た
り
と
、
実
は
、
ち

ぐ
は
ぐ
な
連
携
も
あ
る
。
さ

ら
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
に
お
い
て

も
、
き
め
細
か
い
作
業
が
で

き
て
い
な
け
れ
ば
、
双
方
の

溝
は
さ
ら
に
深
ま
っ
て
、
失

敗
へ
の
道
を
突
き
進
む
こ
と

に
な
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
課
題
は
あ
る

が
、
産
学
官
連
携
の
主
役

は
、
や
は
り
産
業
界
。
あ
く

ま
で
も
学
・
官
は
サ
ポ
ー
ト

役
な
の
だ
。
「
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
時
が
問
題
。
絶
対
に
成

功
さ
せ
る
と
い
う
企
業
ト
ッ

プ
の
強
い
意
志
が
、
最
後
に

は
必
要
だ
と
思
う
」
と
産
総

研
の
清
水
聖
幸
・
産
学
官
連

携
推
進
部
次
長
は
力
説
す

る
。
最
近
で
は
、
産
学
官
連

携
に
金
融
や
市
民
を
加
え
た

産
学
官
金
民
連
携
な
る
言
葉

も
生
ま
れ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
起
爆
剤
と
し
て
連
携

は
不
可
欠
だ
。
成
功
へ
の
道

筋
は
、
間
違
え
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

　
茨
城
大
学
の
産
学
官
連
携

の
取
り
組
み
で
、
近
年
大
き

く
変
わ
っ
た
の
は
、

年
５

月
の
産
学
官
連
携
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
成
機
構
の
発
足

だ
。
学
内
に
あ
っ
た
共
同
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
と
、
大
学

院
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

ラ
ボ
ラ
ト
リ
を
統
合
・
改
組

し
た
。
産
学
官
連
携
が
、
こ

れ
ま
で
の
共
同
研
究
だ
け
で

な
く
、
人
材
育
成
も
含
め
た

地
域
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
市
場

動
向
に
一
貫
し
て
、
対
応
で

き
る
体
制
に
整
え
た
の
だ
。

「
地
域
に
支
え
ら
れ
、
地
域

か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
大
学
」

を
目
標
に
、
い
ま
で
は
教
職

員
の

％
以
上
が
共
同
研
究

や
人
材
育
成
支
援
に
参
加
し

て
い
る
。

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、

ま
ず
地
域
連
携
推
進
の
た
め

に
教
職
員
に
よ
る
企
業
訪
問

を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
１

０
年
度
は
２
４
２
件
で
前
年

度
比

件
増
加
し
た
。
全
体

の

％
が
中
小
企
業
で
、

％
は
県
北
部
地
域
の
企
業
と

い
う
、
地
域
密
着
型
を
貫
い

て
い
る
。
一
方
の
技
術
相
談

は
２
０
１
０
年
度
１
８
６
件

で
、
前
年
度
比
４
件
増
加
。

県
内
企
業
の
相
談
は
１
３
１

件
と

％
に
及
ぶ
。
一
方
の

共
同
研
究
で
は
、
１
７
８
件

で
横
ば
い
。
こ
こ
で
も
大
企

業
・
中
小
企
業
を
含
め
る
と

県
内
が
１
０
５
件
で
、

％

を
占
め
て
お
り
、
地
域
志
向

だ
。

　
同
機
構
の
取
り
組
み
の
な

か
で
、
新
た
に
衣
替
え
し
た

の
は
、
「
ひ
た
ち
も
の
づ
く

り
サ
ロ
ン
」
の
活
動
だ
。

年
に
茨
城
大
学
の
研
究
シ
ー

ズ
と
地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

合
致
さ
せ
る
産
学
交
流
の
場

と
し
て
発
足
し
た
。

の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が

り
、
独
自
の
活
動
を
行
っ
て

い
た
が
、
活
動
か
ら
７
年
が

経
過
し
、
研
究
シ
ー
ズ
主
導

の
運
営
に
行
き
詰
ま
り
感

が
、
ま
ん
延
し
て
い
た
。

　
今
年

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
再
出
発
。
ニ
ー
ズ
主

導
に
切
り
替
え
、
地
元
金
融

機
関
も
巻
き
込
ん
だ
。
ニ
ー

ズ
主
導
と
い
う
こ
と
で
、
会

長
を
日
立
商
工
会
議
所
副
会

頭
の
友
部
英
一
氏

大
友

製
作
所
社
長

に
お
願
い

し
、
茨
城
大
学
側
は
副
会
長

と
な
っ
た
。
県
北
部
を
中
心

に
し
て
い
た
活
動
も
茨
城
県

全
域
、
そ
し
て
県
外
へ
と
広

域
化
を
目
指
し
て
い
る
。
同

サ
ロ
ン
で
は
「
塑
性
加
工
を

科
学
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な

ど
各
研
究
グ
ル
ー
プ
が
活
発

に
動
い
て
い
る
。
地
域
を
担

う
大
学
と
し
て
、
茨
城
大
学

の
存
在
感
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な

さ
そ
う
だ
。


